
新緑が眩しいほどの５月16
日、「第22回定時総会並びに交
流会」が、日本閣において開
催されました。
ご来賓として、中野税務署
より、東署長、藤井副署長、
遠藤第一統括官、野村審理担
当上席、丸屋審理官にご列席
いただき、第１部は、三輪副

部会長の司会で、石川副部会長の開会のあいさつ、
大島部会長のあいさつと続き、大島部会長が議長
席に着かれ、議事に入りました。
小川幹事より「平成14年度事業報告」、飯田会計
より「平成14年度収支決算報告」、小島会計監事が
「監査報告」、そして小川幹事より「平成15年度事
業計画案」、飯田会計より「平成15年度収支予算案」
と、全てが承認可決されました。その後、東署長
よりお祝辞を頂戴致しました。梶原副部会長の閉
会のあいさつで、総会は盛会裏に終了致しました。

続いての交流会は、支部
毎のテーブルに分かれ、
税を中心とした大変に有
意義な時を、笑いの堪え
ない雰囲気の中、盛会裏
に終了いたしました。

青年部会の「第
23回定時総会」並
びに「第120回研修
会」が、５月9日f
日本閣において開
催されました。第
１部の「第23回定
時総会」は、木村
部会長が議長席に

着き、平澤副部会長から「平成14年度事業報告」、
赤羽会計から「平成14年度収支決算報告」、横山副
部会長より「監査報告」、そして「平成15年度事業
計画案」「平成15年度収支予算案」「役員改選の件」
と全てが承認可決され、新部会長には横山浩之氏
が、赤羽副部会長、柴野会計監事、新たに先崎雅
彦氏、安川政壱氏、細萱朝敏氏、佐藤直人氏が幹
事に就任されました。
その後ご来賓を代表して東署長よりご挨拶をし
ていただきました。
総会に先立って
の「第120回研修
会」では、講師に
中野税務署の野村
上席をお迎えして、
「税制改正のあら
まし」「相続税・贈
与税について」と
題して研修会が行われました。今年度は大きな税
制改正が行れましたので、皆様真剣に研修を受け
ておりました。

又、懇親会では、初代部会長の松原氏にもご出
席いただき新部会長の下、新たなスタートを致し
ました。最後に、現在、親会の副会長としてご尽
力をいただいております宮島副会長、ご卒業とい
う事で、今までの労に対しまして心から感謝申し
上げますと共に大変にお疲れさまでございました。
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◆青年部会◆

新部会長に横山浩之氏を選任

新横山部会長と初代松原部会長

青年部会の華？

◆女性部会◆

「第22回定時総会＆交流会」を開催

大島部会長

部 会 だ よ り 部 会 だ よ り 部 会 だ よ り 

役　員　名　簿　（平成15・16年度）
役　名
部 会 長
副部会長
〃
〃

副部会長・会計
会計監査
相 談 役
〃
〃

幹 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

法　　人　　名
横 山 保 全 3

松 野 産 業 2

2 白 　 蓮 　 堂
1 中 野 計 器
1 タ マ リ ヤ
柴 野 産 業 1

1 樋 口 工 務 店
宮 園 オ ー ト 1

木 村 化 学 産 業 1

2 式 典 セ ン ザ キ
1 真 　 　 　 韻
1 ヤ ス カ ワ
浅 間 住 研 1

サンリフォームサービス1

2 上 州 屋 葬 祭
河 合 薬 業 1

日 本 閣 観 光 1

1 竹 井 商 会
1 鳥 　 一 　 番
2ビー・アイ・エスデザイン研究所
堀 井 運 送 1

2山下会計事務センター

氏　　名
横 山 浩 之
平澤多香子
斉 藤 謙 治
矢 島 友 伸
赤 羽 正 之
柴 野 直 樹
樋 口 和 正
佐々木洋文
木村栄大郎
先 崎 雅 彦
福 留 成 泰
安 川 政 壱
細 萱 朝 敏
松 室 健 司
谷 津 和 広
河 合 勝 彦
中 原 　 孝
黒 岩 和 代
佐 藤 直 人
赤 星 義 彰
堀 井 昭 子
山 下 晃 司

支部
1
8
6
3
8
8
11
8
10
1
2
3
3
3
5
6
7
9中
9本
10
11
11

役　員　名　簿　（平成15・16年度）
役　名
部 会 長
副部会長
〃

副部会長・会計
会計監査
幹 事
〃
〃
〃
〃

法　　人　　名
2 大 　 　 　 島
アサヌマ・コーポレーション1

三 輪 商 工 1

1 深 雪 ス タ ジ オ
1結城堂室内装飾工房
大 神 田 建 設 1

1 珠 　 州 　 屋
1 よ 　 ね 　 屋
1 コ 　 ー 　 ノ
2 惠 　 　 　 三

氏　　名
大 島 幸 子
梶 原 慶 子
三輪喜久子
飯 田 圭 子
小 島 慶 子
大神田ハツエ
水 垂 雅 子
寺瀬真優美
高 野 郁 子
小 川 敬 子

支部
10
12
8
7
5
1
3
4
9
11


